鎌倉市自治基本条例策定市民会議第８回運営委員会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成１８年９月６日（水）午後６時～８時３０分

	場　　所　　　　　　　市役所第３分庁舎１階　７０１会議室

	出席者：荒井、大嶋、大窪、小河、春日、郡司、幸道、小泉、児島、鈴木、宅見、橋爪、平井、増田、三嶋、水野、山村、吉田、渡邉（久）、渡辺（光）、

欠席者：笠原、片貝、國友、平倉

議事進行担当：議長（委員長）　宅見、議長補佐（副委員長）　郡司・大嶋

事務局：征矢、松本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会 議 の 概 要

１　運営委員会各グループからの報告と提案
①　PIグループ（１０月２１日のフォーラムについての内容確認と検討）
●　パネリストについて
・商工会議所・自治町内会・市議会からパネリストを出してもらうのは難しい状況である。
・依頼によって自治基本条例策定の活動について知ってもらったこと、それだけでも意義があった。

・パネリストは、市民に対して啓発できる人がふさわしい（が、まだいないのでは）。
・市議会からは報告だけでもほしい。大和市など先進市の市民会議メンバーはどうか。
・組織の代表として出てほしい、という依頼では、先方も出しにくいので、例えば単に一商工業者として出てもらうなどはどうか。

→　チラシ作成の都合上、９月２１日までという期限はあるが、以上を踏まえて再交渉することとなった。

　　●　プレゼンテーションについて

・３０分で設定しているが、１５～２０分で充分では？

→　総務グループで（資料作成も含め）考えることとなった。

　②　広報グループ

・HPへの情報掲載は月３回程度の更新なので、早めに広報グループへ原稿を渡すことを確認した。

→　各グループ長⇒運営委員長⇒広報グループ（運営委員長と広報グループは同時送付可）の順に文書等を送付し、確認してHPに載せることとなった。

③　渉外グループ

・市役所内、議会の組織が固まったので、グループとしてこれから活動できる旨報告があった。

④　学習グループ

・８月３１日の学習会の出席人数、会議参加申し込みの状況について報告があった。

⑤　運営企画グループ（９月２１日の班討議資料についての確認）
・ゴミ問題は削除して緑に絞ることとし、討議要綱は精査の上、前もって全員に配ることとなった。

⑥　総務グループ

・これから班討議も本格化するので、あまり参加していない方の意向確認を行う報告があった。

・代表選出方法の再検討についての提案があった。
→　一度全体会で承認されている選出方法を変える必然性がないのではないかという意見が出され、再検討を提案した総務グループで選出の新案を次回運営委員会に提出することとなった。

３　その他

　　策定全体のスケジュールを早く立て、それに沿ってフォーラム等全体の企画をしていくべき。

○　各グループ代表

・PI＝山村、広報＝水野、渉外＝幸道、運営企画＝増田、学習＝三嶋、総務＝未定（敬称略）

○　グループ移籍について

・平井さんがPIへ、春日さんが総務とPIの兼務となった。他の移籍希望は委員長または事務局へ。

　○　提出資料について

・資料には「提案」「報告」の区別と日付をのせる（運営委員会の開催日）。

	特 記 事 項

・第９回運営委員会

　　日時：平成１８年９月１８日（月）（祝日）午後６時から　７０１会議室


